
検討結果

検討内容 能登半島北部沿岸域断層帯
セグメント間の状況

笹波沖断層帯（全長）

禄剛セグメントセグメント間の状況珠洲沖セグメントセグメント間の状況輪島沖セグメントセグメント間の状況猿山沖セグメント笹波沖断層帯（東部）セグメント間の状況笹波沖断層帯（西部）

・禄剛海脚を中心とする
複背斜構造の北西翼
に伏在逆断層を図示し
ている（岡村，2002）。

・両セグメント間の連動に
ついては，言及してい
ない。

・セグメント境界が低重
力異常帯のくびれの位
置に一致する（尾崎ほ
か，2010）。

・西部は地層が切れて断
層として認定できるが，
東部では明瞭な構造境
界となっている（井上・
岡村，2010）。

・最終氷期浸食面の最大
垂直高度差は15m程度
（井上・岡村，2010）。

・顕著な低重力異常帯に
沿って分布する（尾崎
ほか，2010）。

・両セグメント間の連動に
ついては，言及してい
ない。

・セグメント境界が低重
力異常帯のくびれの位
置に一致する（尾崎ほ
か，2010）。

・輪島北方沖から東側に
連続する活断層群で，
陸側が大きく隆起して
いる（井上・岡村，
2010）。

・最終氷期の浸食面に最
大10m程度の変形（井
上・岡村，2010）。

・顕著な低重力異常帯に
沿って分布する（尾崎
ほか，2010）。

・両セグメント間の連動に
ついては，言及していな
い。

・セグメント境界が低重力
異常帯のくびれの位置
に一致する（尾崎ほか，
2010）。

・西部と東部の2つの活
断層からなる（井上・岡
村，2010）。

・最終氷期の浸食面上で
の最大垂直変位量は
約15m（井上・岡村，
2010）。

・顕著な低重力異常帯に
沿って分布する（尾崎
ほか，2010）。

・両セグメント間の連動につい
ては，言及していない。

・セグメント境界が低重力異
常帯のくびれの位置に一致
する（尾崎ほか，2010）。

・最終氷期浸食面上での
最大の変位量は約6m
（井上・岡村，2010）。

産総研
岡村（2002）

井上・岡村（2010）
尾崎ほか（2010）
尾崎ほか（2019）
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・両断層をグルーピングして
いない。

・海底断層トレースを図
示している（断層モデル
は設定していない）。

・両断層間の連動につい
ては，言及していない。

・海底断層トレースを図
示している（断層モデル
は設定していない）。

国交省ほか
（2014）

・両断層（NT6，NT8）間の連
動は考慮していない。

・両断層（NT8，NT10）間
の連動性を否定するも
のではないと記載してい
る。

文科省ほか
（2015，2016）

・走向：NE-SW方向
・傾斜：南東傾斜
・撓曲からなり，Q層以下
に変位，変形が認めら
れる。

・禄剛海脚を中心とする
複背斜構造の北西縁
に直線状に分布し，南
西端付近でNNE-SSW
方向に屈曲する。

・直線状に，並走区間を
伴って分布する。

・走向：NE-SW方向
・傾斜：南東傾斜
・断層及び撓曲からなり，
A層以下に変位，変形
が認められる。

・直線状に分布し，北東
端付近でNNE-SSW方
向に屈曲する。

・直線状に，並走区間を
伴って分布する。

・走向：NE-SW方向
・傾斜：南東傾斜
・断層及び撓曲からなり，
A層以下に変位，変形
が認められる。

・短い断層及び撓曲が雁
行状に分布し，沖合の
断層と沿岸部の断層は
北東方に向かって徐々
に近接する。

・直線状に，並走区間を
伴って分布する。

・走向：NE-SW方向
・傾斜：南東傾斜
・断層及び撓曲からなり，
A層以下に変位，変形
が認められる。

・短い断層及び撓曲が雁
行状に分布し，南西端
付近でNNE-SSW方向
に屈曲する。

・笹波沖断層帯（東部）～猿山
沖セグメント間に，断層等は
認められない。

・直線状に位置せず，斜めT
字状に分布する。

・走向：ENE-WSW方向
・傾斜：南東傾斜
・断層からなり，A層以下
に変位，変形が認めら
れる。

・笹波沖隆起帯北縁に
沿って分布し，南西端
付近で，NNE-SSW方向
に屈曲する。

・連続して分布する。

・走向：NE-SW方向
・傾斜：南東傾斜
・断層及び3条の撓曲か
らなり，B1層以下に変
位，変形が認められる。

・笹波沖小隆起帯の北縁
から北西縁に分布し，
南西方で断層及び撓曲
が分岐，屈曲する。

海上音波探査
（Ｐ.4）
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・重力異常急変部に沿っ
て分布し，上盤側に高
重力，下盤側に低重力
域が分布する。

・境界部は同じ重力異常急
変部に対応しており，両
断層間に連続する構造
が認められる。

・等重力線に沿って分布
し，上盤側に高重力域，
下盤側に低重力域が
分布する。

・北東端付近は重力異常
急変部に沿って分布す
る。

・境界部に陸側からの高重
力域の張り出しが認めら
れ，両断層間に連続する
構造は認められない。

・等重力線に沿って分布
し，上盤側に高重力域，
下盤側に低重力域が
分布する。

・境界部に重力異常急変
部は認められず，両断層
間に連続する構造は認
められない。

・重力異常急変部に沿っ
て分布し，上盤側に高
重力域，下盤側に低重
力域が分布する。

・猿山沖セグメントの南方（上盤
側）の高重力域は笹波沖断層
帯（東部）の北方（下盤側）に
連続しており，両断層間に連
続する構造は認められない。

・等重力線に沿って分布
し，上盤側に高重力域，
下盤側に低重力域が
分布する。

・境界部に重力異常との
明確な対応が認められ
ず，両断層間の構造の
有無について判断でき
ない。

・等重力線に直交し，重
力異常との対応は認め
られない。

重力異常分布
（P.5）

・高比抵抗ブロックが，両断層
間に位置している。

・断層の深部に低比抵抗
領域が広がる。

比抵抗構造
（P.6）

不明
セグメント周辺にはB1

層が区分できる測線
（スパーカー，ブーマー
等）がない。

不明
・中央付近が大きく，端
部に向かって小さくなる。

・境界部で両断層の変位
量は収束する。

・中央付近が大きく，端
部に向かって小さくなる。

・境界部で両断層の変位
量は収束する。

・中央付近が大きく端部
に向かって小さくなる。
南西端付近の屈曲部で
一部大きな値を示すも
のの，南西端で収束す
る。

・笹波沖断層帯（東部）の変位
量は，陸域部の北東端にか
けて収束すると推定される。

・猿山沖セグメントの変位量
は，南西端で収束する。

・北東方向に向かって大
きくなる。

・陸域部の変位量は不明
（リニアメント・変動地形
は認められない）。

・境界部で変位量は収束
しない。

・中央付近が大きく，端
部に向かって小さくなり，
南西端で収束する。

B1層基底の
変位量分布
（Ｐ.7）
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不明不明不明・最新活動時期が異なる。1729年能登・佐渡の地震・最新活動時期が異なる。不明・最新活動時期が異なる。2007年能登半島地震・最新活動時期が異なる。不明最新活動時期
（Ｐ.8）

・2007年能登半島地震の
余震活動は認められな
い。

・2007年能登半島地震の余震
活動は，北東方へ拡大して
いない。

2007年能登半島地震
震源断層

・2007年能登半島地震の
余震活動は，西方へ拡
大している。

・2007年能登半島地震の
余震活動は北東部に
一部認められる。

余震活動
（Ｐ.9）

・猿山沖セグメント，輪島沖セグメント，珠洲沖セグメント及び禄剛セグメントについて，文献（国交省ほか（2014），文科省ほか（2016））が4つのセグメントの連動を考慮しているこ
とから，国による連動の評価の内容を反映して，4つのセグメントの連動を考慮し，「能登半島北部沿岸域断層帯」として評価した。

・なお，当社の連動の検討の結果からも，重力異常分布や変位量分布，最新活動時期の検討結果では連動しない可能性を示唆するデータも存在するが，海上音波探査から推
定した地表トレースから，各セグメントは直線状に並走区間を伴って分布していることから，同時に活動する可能性は否定できない。

・笹波沖断層帯（東部）と猿
山沖セグメントについて，
両断層の連動を考慮した
文献はなく，当社の連動
の検討の結果からも連動
する可能性を示唆する
データはないことから，総
合的に評価し，連動を考
慮しない。

・笹波沖断層帯（東部）と笹波沖断層帯（西部）について，文献（文科省ほか，
2015）が連動の可能性が否定できないとしていることから，国による連動
の評価の内容を反映して，両断層の連動を考慮し，「笹波沖断層帯（全
長）」として評価した。

・なお，当社の連動の検討の結果からも，海上音波探査や変位量分布から，
両断層が連続していること，2007年能登半島地震の余震活動が笹波沖断
層帯（西部）に拡大していることから，同時に活動する可能性がある。

評価結果

○当社は，笹波沖断層帯（西部）～禄剛セグメントまでの6つのセグメントのうち，笹波沖断層帯（西部）と笹波沖断層帯（東部）の2つのセグメントを「笹波沖断層帯（全長）」，猿山沖セグメント，輪島沖セグメント，珠洲
沖セグメント及び禄剛セグメントの4つのセグメントを「能登半島北部沿岸域断層帯」として，それぞれ連動を考慮している（第1193回審査会合 資料2-1 P.146，289）。

○また，笹波沖断層帯（全長）と能登半島北部沿岸域断層帯間の連動評価にあたって，近接して分布する笹波沖断層帯（東部）と猿山沖セグメント間の連動は考慮していない（第1193回審査会合 資料2-1 P.474）。
○ここでは，上記の6つのセグメントについて，それぞれの連動の検討結果及びその評価結果を下表のとおり整理し，上記評価結果が妥当であることを確認した。

赤字：連動する可能性を示唆するデータ 青字：連動しない可能性を示唆するデータ

笹波沖断層帯（全長）と能登半島北部沿岸域断層帯の連動の検討

1
：データがない箇所

2023/10/30
北陸電力株式会社

NT6

門前沖セグメント

笹波沖断層帯（全長） 約45.5㎞

笹波沖断層帯（東部）
約20.6㎞

笹波沖断層帯（西部）
約25.3㎞

能登半島北部沿岸域断層帯 約96㎞

輪島沖セグメント
約28㎞

猿山沖セグメント
約28㎞

珠洲沖セグメント
約26㎞

禄剛セグメント
約28㎞

NT5

猿山沖セグメント 輪島沖セグメント 珠洲沖セグメント

NT8NT10

・猿山沖セグメント，輪島沖セグメント，珠洲沖セグメント及び禄剛セグメントに対応する断層をグルーピングしている。

・猿山沖セグメント，輪島沖セグメント，珠洲沖セグメント及び禄剛セグメントに対応するNT4-NT5-NT6の連動を考慮している。

NT4
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【文献調査（岡村（2002），井上・岡村（2010），尾崎ほか（2019）】
○笹波沖断層帯（西部），笹波沖断層帯（東部），猿山沖セグメント，輪島沖セグメント，珠洲沖セグメント及び禄剛セグメントの連動に関する文献調査結果を以下に示

す。

岡村（2002）

尾崎ほか（2019）

井上・岡村（2010）

文科省ほか（2015）による震源断層モデルの上端位置

国交省ほか（2014）による津波断層モデルの位置（破線は断層トレース）

文科省ほか（2015）による震源断層モデルの上端位置

尾崎ほか（2019）

位置図
(岡村（2002），井上・岡村（2010），尾崎ほか（2019）※に一部加筆)

・笹波沖断層帯（東部）と笹波沖断層帯
（西部）に対応する断層を門前沖セグ
メントとしている。（井上・岡村，2010）

・猿山沖セグメントは東部と西部の2つの
活断層からなる。（井上・岡村，2010）

・輪島沖セグメントは輪島北方沖から東
側に連続する活断層群で，陸側が大
きく隆起している。（井上・岡村，2010）

・珠洲沖セグメントは，西部は地層が切れて
断層として認定できるが，東部では明瞭な
構造境界となっている。（井上・岡村，2010）

・禄剛セグメントは，禄剛海脚を中心とする
複背斜構造の北西翼に伏在逆断層とし
て図示している。（岡村，2002）

※：文献の凡例は補足資料1.1-1
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【文献調査（国交省ほか（2014），文科省ほか（2015，2016））】

連動する可能性が考えられる21断層（緑色）
文科省ほか（2016）を編集，一部加筆

津波断層モデルの位置
(国交省ほか（2014）に一部加筆)

志賀原子
力発電所

NT7

NT10
NT8

NT9

NT6

NT5

NT4

・国交省ほか（2014）は笹波沖断層帯（西
部），笹波沖断層帯（東部）に対応する海
底断層トレースを図示しているが，断層モ
デルを設定していない（左図）。

・国交省ほか（2014）は，猿山沖セグメント，
輪島沖セグメント，珠洲沖セグメント及び禄
剛セグメントに対応する位置にF43を設定
している（左図）。

猿山沖セグメント

笹波沖断層帯（東部）

輪島沖セグメント

珠洲沖セグメント

禄剛セグメント

笹波沖断層帯（西部）

・文科省ほか（2015）は笹波沖断層帯（東部）に対応するNT8と笹波沖
断層帯（西部）に対応するNT10の連動性を否定するものではないとし
ている（下赤線部）。

・文科省ほか（2016）は，猿山沖セグメント及び輪島沖セグメントに対応
するNT6と珠洲沖セグメントに対応するNT5，禄剛セグメントに対応す
るNT4について，連動する可能性がある断層の組合せとしてNT4-
NT5-NT6を考慮している（右図）。

・文科省ほか（2016）は，笹波沖断層帯（東
部）に対応するNT8と猿山沖セグメント及び
輪島沖セグメントに対応するNT6の連動を
考慮していない。
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【海上音波探査】

○笹波沖断層帯（西部），笹波沖断層帯（東部），猿山沖セグメント，輪島沖セグメント，珠洲沖セグメント及び禄剛セグメント間の海上音波探査に関する検討結果を以
下に示す。

・輪島沖セグメントと珠洲沖セグメントは
直線状に，並走区間を伴って分布する。

・珠洲沖セグメントと禄剛セグメントは
直線状に，並走区間を伴って分布す
る。

・猿山沖セグメントと輪島沖セグメントは
直線状に，並走区間を伴って分布する。

・笹波沖断層帯（東部）と猿山沖セグメン
トは直線状に位置せず，猿山沖セグメ
ントの屈曲部と笹波沖断層帯（東部）
は斜めT字状（約60°）に分布する。※

・笹波沖断層帯（東部）と笹波沖断層帯
（西部）の境界で走向が屈曲し，連続
して分布する。

位置図

北陸電力スパーカー
(No.2・S)

北陸電力スパーカー
(No.108-1・S)

・笹波沖断層帯（東部）～猿山沖セグメン
ト間の音波探査記録（No.108-1・S測線，
No.2・S測線）に断層等は認められない。

※：地震調査委員会による起震断層の設定の事例から，断層帯
同士で（接合部付近の）走向が異なる（図読45°以上）場合
は，別の起震断層と評価している。

A層とB層の細区分ができない層は，
Q層と称する。
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【重力異常分布】

○笹波沖断層帯（西部），笹波沖断層帯（東部），猿山沖セグメント，輪島沖セグメント，珠洲沖セグメント及び禄剛セグメント間の重力異常分布に関する検討結果を以
下に示す。

・猿山沖セグメントの南方（上盤側）の高重
力域は笹波沖断層帯（東部）の北方（下
盤側）に連続しており，両断層間に連続す
る構造は認められない。

・猿山沖セグメントの西部は，重力等深線が
急傾斜から緩傾斜へと変化する遷急部と
よく一致する（尾崎ほか，2010）。

・猿山沖セグメントと輪島沖セグメントの境
界部に重力異常急変部は認められず，
両断層間に連続する構造は認められな
い。

・輪島沖セグメントの西部は，重力等深線
が急傾斜から緩傾斜へと変化する遷急
部とよく一致する（尾崎ほか，2010）。

・輪島沖セグメントと珠洲沖セグメントの境界部に
陸側からの高重力異常域の張り出しが認められ，
両断層間に連続する構造は認められない。

・珠洲沖セグメントの両端部は，重力等深線が急
傾斜から緩傾斜へと変化する遷急部とよく一致
する（尾崎ほか，2010）。

・禄剛セグメントと珠洲沖セグメントの境界
部は，同じ重力異常急変部に対応してお
り，両断層間に連続する構造が認められ
る。

・珠洲沖セグメントの両端部は，重力等深
線が急傾斜から緩傾斜へと変化する遷
急部とよく一致する（尾崎ほか，2010）。

・笹波沖断層帯（西部）と笹波沖断層帯（東
部）の境界部に重力異常との明確な対応
が認められず，両断層間の構造の有無に
ついて判断できない。

推定区間

断層位置

●：測定点（●は海底重力）

0 5 10 

ブーゲー異常図
・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の除去及び遮断波長

4kmのローパスフィルター処理を行っている。

・上図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，The Gravity Research
Group in Southwest Japan (2001)，Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et al.
(2019)，海域は産業技術総合研究所地質調査総合センター(2013)，
石田ほか（2018）を用いて，金沢大学・当社が作成した。
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【比抵抗構造】

○笹波沖断層帯（東部），猿山沖セグメント周辺の比抵抗構造に関する検討結果を以下に示す。

広帯域MT観測点分布および2次元比抵抗解析断面

△ 測点

解析断面（Yoshimura et al.，2008）

追加解析断面（京都大学防災研究所）

笹波沖断層帯（東部） ［傾斜角60°］

猿山沖セグメント ［傾斜角60°］

深度5㎞ 深度10㎞ 深度15㎞

解析結果
・この図面は，京都大学防災研究所がYoshimura et al.（2008）を含めた9断面の2次元解析結果

を3次元補間して作成したものである（2010年作成）。 （断層位置等は北陸電力が加筆）

◆ 測点

志賀原子力発電所

志賀原子力発電所 志賀原子力発電所 志賀原子力発電所

尾崎ほか
(2019)

井上・岡村
(2010)

断層位置図（深度0km）
尾崎ほか（2019），井上・岡村（2010）に一部加筆

音波探査結果から推定した模式的な断層トレース
を用いて傾斜角60°で各深度の断層位置を加筆

・笹波沖断層帯（東部）の東端付近に
認められた高比抵抗ブロックが北西
方向に延長して分布しており，猿山
沖セグメントと笹波沖断層帯（東部）
との間に位置している。

・笹波沖断層帯（東部）の深部に，
低比抵抗領域が広がっている。
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【変位量分布】

○笹波沖断層帯（西部），笹波沖断層帯（東部），猿山沖セグメント，輪島沖セグメント，珠洲沖セグメント及び禄剛セグメントの変位量分布に関する検討結果を以下に
示す。

凡例
●：笹波沖断層帯（西部）※3

○：笹波沖断層帯（西部） 合算前
●：笹波沖断層帯（東部）
■：猿山沖セグメント※1

■：輪島沖セグメント※1，3

□：輪島沖セグメント 合算前
■：珠洲沖セグメント※1，4

B1層基底の変位量分布図

・笹波沖断層帯（西部）と笹波沖断層帯
（東部）の境界部で変位量が収束しない。

・猿山沖セグメントの南西端で
変位が認められなくなる。

・猿山沖セグメントと輪島沖セグメントの
境界部で変位量が収束する。

・輪島沖セグメントと珠洲沖セグメントの
境界部で変位量が収束する。

・猿山沖セグメント，輪島沖セグメント及び珠洲
沖セグメントについては，走向に直交する
ブーマー測線を用いて，変位量を算出した。

・同じ位置で複数の測線で断層が認められる場
合は，より解像度が高い測線もしくは走向に
直交する測線の変位量を算出した。

※1：同一測線で同じ落ち方向の変位が複数認められた場合は合
算値で算出した。

※2：南西端付近の屈曲部（N1，N2測線）で大きな値を示すことに
ついては，断層末端の屈曲部は右横ずれ断層末端の特徴と
して，逆断層成分の変位が大きくなっているものと推定される。

※3：笹波沖断層帯（西部）の3条に分岐する撓曲区間，輪島沖セ
グメントの2条に分岐する区間については，同一測線で複数の
構造が認められた測線を対象とし，合算値で算出した。

※4：珠洲沖セグメントの北東部及び禄剛セグメント周辺にはブー
マー測線がないことから，変位量を下図に示していない。

笹波沖断層帯（東部）笹波沖断層帯（西部）※3

猿山沖セグメント※1

輪島沖セグメント※1，3

珠洲沖セグメント※1，4

L1

L2L3L4L5

K21

L6L7K22L8
K9

L10

K24

No.108-1・S
No.2・S

N1

N2
N3

N4
N5 N6 N7

N8
N9 N10N11

N12N13 N14 N15
N16 N17

N18 N19
N20N16 N17

N16 N17 N18N19
N20

N21

N21 N22
N23

N24

N22 N23
N24

N25 N26 N27

N28 N29N30

N31 N32
N33

N34 N35N36 N37
N38

N39

N40

K23

L11-2

K26L12

L14
K27

L15
L13

No.104

K28K16

K17 No.5U

No.6U

K101

K17

No.5U

K16

K18

No.7-1-2U

No.6U

K18

No.7-1-1U

No.7-1-1U

K18

No.101 K19

No.105

K18

No.101

K19

No.7-1-1U No.105
L12

L13
L14

K27

L15
No.104

（合算値）

K28

K16
（合算値）

K101

No.5U
（合算値）

K17
（合算値）No.6U

（合算値）K18
（合算値）

No.7-1-1U
No.7-1-2U
（合算値）

K16
No.104

K16
No.5U

K17

No.104

No.5U

K17

No.6U

No.6U

K18

No.7-1-2U

K28

K28
（合算値）

K23
L11-2

K26

No.7-1-1U K18
K18

L2

L3L4

L1
K21

L5

L6L7

K22

L8

K9

L10

K24

N1 ※2

N6

N7
N8

N9

N10

N12

N13

N15

N16

N17No.108-1・S
No.2・S

N3
N4

N5 N11 N14

N2 ※2

N16

N16

N16
（合算値）

N17

N17

N17
（合算値）

N18

N18

N18
（合算値）

N19

N19

N19
（合算値）

N20
（合算値）

N20

N20

N21

N21

N21
（合算値）

N22

N22

N22
（合算値）

N23

N23

N23
（合算値）

N24

N24

N24
（合算値）

N25
N26

N27

N28

N29

N30

N31

N32

N33

N34

N35

N36

N37

N38

N39

N40

位置図

N15 N3194測線

N15

94測線

A層とB層の細区分ができない
層は，Q層と称する。
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【最新活動時期】

○能登半島北部周辺で過去に発生した地震活動に関する文献調査結果を以下に示す。

能登半島北部周辺の過去の地震

2007年

能登半島地震
（M6.9）

震源断層
（佐藤ほか，2007a）

1993年
能登半島沖の地震

（M6.6）
1729年

能登・佐渡の地震
（M6.6～7.0）

・佐藤ほか（2007a）は，2007年能登半
島地震は笹波沖断層帯（東部）に対
応する断層の最新活動によるものと
している。

・Hamada et al.（2016）は，下記のデータに
基づき，1729年能登・佐渡の地震は輪島
沖セグメントの最新活動によるものとして
いる。

・離水した潮間帯生物遺骸化石の年代に基づ
く沿岸隆起の時期は，西暦1600～1800年で
ある。

・この沿岸隆起を再現する輪島沖セグメントの
断層モデルの規模と変位量から，気象庁マ
グニチュード M6.9の地震規模が想定される。

・1993年能登半島沖の地震と珠洲沖セ
グメント，禄剛セグメントとの関連性に
ついては判断できない。※

紫字：第1193回審査会合以降に変更した箇所

※：1993年能登半島沖の地震は，その規模と活断層との位置関
係に基づき，珠洲沖セグメントの活動によるものと考えられる
と判断していたが，岡村（2002）で，その震源断層モデルと地
質構造との関係は今後検討する必要があるとされており，珠
洲沖セグメントとの関連性は明確にされていないことを踏まえ，
今回変更した。

Hamada et al. （2016）の
断層モデル



【余震活動】

○笹波沖断層帯（東部）を震源断層とする2007年能登半島地震の余震活動に関する調査結果を以下に示す。

9余震分布図
（Yamada et al.（2008）に一部加筆）

推定区間

断層位置

・2007年能登半島地震の震源断
層である笹波沖断層帯（東部）
の余震活動は，猿山沖セグメ
ントに拡大していない。

・2007年能登半島地震の震源断
層である笹波沖断層帯（東部）
の余震活動は，笹波沖断層帯
（西部）に拡大している。

2007年能登半島地震の
本震の震源


